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「地域再エネ」

写真出典
（左上）NPO法人北摂里山文化保存会

（右上）一般社団法人西谷ソーラーシェアリ
ング協会
（左下）弓削牧場の小型バイオガスユニット
（右下）松田養鶏所中央池太陽光発電所

里山保全×脱炭素

糞尿処理×脱炭素 ため池維持管理×脱炭素

農の持続×脱炭素

コスト削減×脱炭素
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北摂里山地域循環共生圏構想
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地域の担い手が
再エネを導入する

地域のための再エネ
＝行政の旗振り

「地域再エネ」の構想
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地域の担い手が
再エネを導入する

地域のための再エネ
＝行政の旗振り

「地域再エネ」の構想と現実

構想は美しいが・・・
誰がやるの？問題

行政計画に掲げたが・・・
具体化段階では行政がブレーキ
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様々な実践的取組で直面したコスト以外の地域再エネの課題例

再エネ種別 担い手の課題 許認可の課題

間伐材活用による
バイオマス熱利用

間伐材の切出し、燃料への加
工

森林経営計画、廃棄物処理法
上の認定、チッパー用地

自家消費型太陽光発電 関心の低さ、
初期投資不要＝与信の壁

優良農地での
ソーラーシェアリング

長期営農継続、地権者等の合
意が前提

農地一時転用許可、場合によ
り隣接地権者の同意

耕作放棄地での
ソーラーシェアリング

そもそも耕作者がいない 調査未了により最新の状況を
把握できないことも

荒廃農地での野立太陽
光発電導入

日当り・アクセス悪く事業性に
懸念

地籍調査未了で非農地判断
ができないことも

ため池での水上
ソーラー

所有者・管理者・周辺住民など
の合意形成が必要

ため池法に基づく防災改修工
事の際は撤去が必要
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地域再エネの課題構造（試論）

地域の担い手が
再エネを導入する

地域のための再エネ
＝行政の旗振り
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地域再エネの課題構造（試論）

担い手 許認可

地域における理解不足、
変化への反発

行政の縦割り構造
硬直化した規制

地域の担い手が
再エネを導入する

担い手の不在

地域のための再エネ
＝行政の旗振り

現場で機能して
いない制度

合意形成困難 推進のための
支援不足
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地域再エネの課題構造（試論）

担い手 許認可

地域における理解不足、
変化への反発

行政の縦割り構造
硬直化した規制

地域の担い手が
再エネを導入する

担い手の不在

地域のための再エネ
＝行政の旗振り

現場で機能して
いない制度

合意形成困難 推進のための
支援不足
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地域再エネの課題構造と打開策（試論）

担い手 許認可

地域における理解不足、
変化への反発

行政の縦割り構造
硬直化した規制

地域の担い手が
再エネを導入する

担い手の不在

地域のための再エネ
＝行政の旗振り

現場で機能して
いない制度

合意形成困難 推進のための
支援不足

国・首長のリーダーシップ

地域の「コーディネーター」
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淡路市再生可能エネルギー導入促進検討事業（R3-R4）

①カーボンニュートラルの実現
に向けた目標設定

②農地・ため池有効利用のための合意形成

③合意形成を踏まえたゾーニング、
脱炭素に向けたロードマップ策定

現地関係者ヒアリング
合意形成

行政当局との調整
合意形成

データ分析・
有識者ヒアリング

事業スキーム構築
モデル事業等斡旋
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課題克服に向けた取組み例（屋根置PV)
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まとめ：地域・都市が主役の脱炭素化に向けた体制づくり

主役である地域の担い手
の掘り起こし・応援

行政各機関の合意形成
と「やれる形」の構築

専門知と現場知をつなぎ
推進体制を作るコーディネーター

幅広い市民がサポートする
部局を跨いだ魅力的なビジョン


